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（５）高校の通学移動の状況 

本地域においては、鶴居村を除く各市町に高等学校が設置されており、釧路市内に多数

の高校が集中している。通学移動は、釧路・根室地域の各市町村から釧路市へ通学してい

る状況がうかがえる。根室管内では近郊町村から中標津町への通学移動が多い。 

市町村の地域公共交通網形成計画によると、通勤・通学時における交通手段は、自家用

車利用（同乗含む）が 70％を越えており、バス利用は 5％～23％、ＪＲ利用は 0.8％～

8.6%となっている 

 

 

表３ʷ１ 本地域の高校一覧 

 

 

  

振興局 所在地 区分 名称 生徒数（全日制） 

釧路 釧路市 道立 釧路湖陵 ６９４人 

釧路 釧路市 道立 釧路江南 ５９８人 

釧路 釧路市 道立 釧路商業 ４３４人 

釧路 釧路市 道立 釧路工業 ６２３人 

釧路 釧路市 道立 阿寒 ５６人 

釧路 釧路市 道立 釧路明輝 ５９７人 

釧路 釧路市 市立 釧路北陽 ４８２人 

釧路 釧路市 私立 武修館 ３５９人 

釧路 釧路町 道立 釧路東 ３４８人 

釧路 厚岸町 道立 厚岸翔洋 １３４人 

釧路 浜中町 町立 霧多布 ７８人 

釧路 標茶町 道立 標茶 ２０５人 

釧路 弟子屈町 道立 弟子屈 ７８人 

釧路 白糠町 道立 白糠 ８７人 

根室 根室市 道立 根室 ４９３人 

根室 別海町 道立 別海 ３３１人 

根室 中標津町 道立 中標津 ５２２人 

根室 中標津町 町立 中標津農業 １１３人 

根室 標津町 道立 標津 １２５人 

根室 羅臼町 道立 羅臼 １０４人 

出典：北海道学校一覧（令和２年度（2020 年度））（北海道教育委員会）
（https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ksk/chousatoukei/gakkou-ichiran/gakkou-i.html）を加工して作成 
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表３ʷ２ 国勢調査に基づく本地域の通学移動 

 

 

 

 

  

 釧路市 釧路町 厚岸町 浜中町 標茶町 弟子屈町 鶴居村 白糠町 根室市 別海町 中標津町 標津町 羅臼町 

釧路市 ― 65 11  21   16   16   

釧路町 312 ― 4  9      2   

厚岸町 113  ―  1      2   

浜中町 34  2 ― 2    1 2 4   

標茶町 67 3   ―      1   

弟子屈町 36    5 ―     3   

鶴居村 57 1   4  ―    1   

白糠町 108       ―   2   

根室市 8  2      ― 6 4   

別海町 6    5     ― 41 4  

中標津町 15    3     9 ― 17  

標津町          1 31 ― 1 

羅臼町           3 5 ― 

出典：地域経済分析システム RESAS まちづくりマップ（R2（2020 年））国勢調査) 
（https://resas.go.jp/）を加工して作成 

移動先 

移動元 

（単位：人） 
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（６）医療機関の状況 

釧路・根室圏（第三次医療圏）は、釧路市を中心とする釧路圏（第二次医療圏）と根室

市、中標津町を中心とする根室圏（第二次医療圏）に分かれている。釧路圏においては、

第三次医療圏における救命救急センターとして高度な医療を担う市立釧路総合病院や、

小児・周産期医療を担う釧路赤十字病院などの病院がある。根室圏においては、第二次医

療圏の中核医療機関としての役割を担う市立根室病院、町立中標津病院などの病院があ

る。 

北海道医療計画によると、入院患者の圏域内自給率は、釧路医療圏で 96％、根室医療

圏で 53％となっている。根室医療圏から釧路医療圏への流動は 40％となっている。 

外来患者の圏域内自給率は、釧路医療圏で 98％、根室医療圏で 85％となっている。根

室医療圏から釧路医療圏への流動は 13％となっている。 

市町村の地域公共交通網形成計画によると、通院時における交通手段は、自家用車利用

（同乗含む）が 70％を越えており、バス利用は 1％～20％、ＪＲ利用は 0.6％～6.3%とな

っている。 

表 3ʷ3 本地域の医療施設数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市町村 病院 
診療所 

医科 歯科 

釧路（二次医療圏） ２２ １０７ １１４ 

釧路市 １７ ８０ ８７ 

釧路町 ― １０ ９ 

厚岸町 １ ２ ５ 

浜中町 ― ２ ２ 

標茶町 １ １ ３ 

弟子屈町 ２ ５ ３ 

鶴居村 １ １ １ 

白糠町 ― ６ ４ 

根室（二次医療圏） ７ ２３ ２６ 

根室市 ３ ８ ９ 

別海町 １ ６ ４ 

中標津町 ２ ６ １０ 

標津町 １ １ ２ 

羅臼町 ― ２ １ 

出典：令和元年医療施設（動態）調査（厚生労働省） 
（https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/iryosd/19/）を加工して作成 
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表 3ʷ4 本地域の受診動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

医療圏について 
医療圏：地域の医療需要に対応して、医療資源の適正な配置と医療供給体制の体系化を図るための地域的な単位。 
第一次医療圏（179 圏域）：住民に密着した保健指導や健康相談、「かかりつけ医」などによる初期医療等を提供

する基本的な地域単位とし、市町村の行政区域。 
第二次医療圏（21 圏域）：第一次医療圏のサービスの提供機能を広域的に支援するととともに、比較的高度で専

門性の高い医療サービスを提供し、概ね、入院医療サービスの完結を目指す地域単位。 
第三次医療圏（６圏域）：高度で専門的な医療サービスを提供する地域単位とし、「北海道総合計画」の６つの連

携地域と整合を図る。 
出典：北海道医療計画（北海道保健福祉部）

（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/aratanairyoukeikaku.html） 
 

居住圏域について 
 

北網：第二次医療圏の一つ。オホーツク総合振興局管内の東部に位置する１０市町。 
上川中部：第二次医療圏の一つ。上川総合振興局管内の中部に位置する１０市町。 
釧路：釧路総合振興局管内の市町村。 
根室：根室振興局管内の市町。 
十勝：十勝総合振興局管内の市町村。 

出典：北海道医療計画（北海道保健福祉部） 
（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/aratanairyoukeikaku.html） 

出典：北海道医療計画（平成 30 年度～平成 35 年度）（北海道保健福祉部）
（https://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/cis/iryokeikaku/aratanairyoukeikaku.html）を加工して作成 
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図 3ʷ６ 本地域の外来患者の受診動向 

 

 

  

（単位：％） 

出典：令和２年保健医療福祉圏地域連携会議資料を加工して作成 
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（７）自動車運転免許保有者数 

  本地域では、自動車運転免許の保有者数はわずかながら減少傾向にあり、全体として保

有割合は横ばいの状況であるものの、65 歳以上の高齢者の保有割合は増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3ʷ７ 本地域の自動車運転免許保有者数 

 

（８）自動車保有車両数の状況 

自動車保有車両数はゆるやかな増加傾向で推移してきたが、令和２年（2020 年）は前

年に比べ減少している。本地域の一人あたりの乗用車保有車両数は、全道と比べ高い状況

にある。 

北海道が策定した釧路都市圏の都市交通マスタープラン（平成 24 年度（2012 年度））

によると、自家用車の交通手段分担率は 79％、バスや鉄道等の公共交通の分担率は 4％

程度であり、本地域は自家用車に依存している状況にあるといえる。 

また、市町村が実施した調査結果からも、本地域の交通手段は自家用車の利用が主であ

ることがうかがえる。 

 

 

 

 

出典：北海道釧路総合振興局調べ 
（運転免許統計（警察庁 https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/menkyo.html）） 
（北海道警察釧路方面本部釧路運転免許試験場）を加工して作成 

交通手段分担率について 
 

交通手段分担率：ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合。 
トリップ：人がある目的をもって、ある地点からある地点へ移動する単位。 
 

（人） 
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図 3ʷ８ 本地域の自動車保有車両数（乗用自動車） 

 

表３ʷ５ 乗用自動車の人口あたり保有台数・世帯あたり保有台数（令和２年（2020 年）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ʷ６ 釧路都市圏の交通手段分担率 

 

 

  

項目 当地域（台） 全道（台） 

世帯あたり保有台数 １．９５ １．４９ 

人口あたり保有台数 ０．９１ ０．７１ 

調査年度 徒歩 二輪 自動車 バス 鉄道 

平成 22 年度

（2010 年度） 
１３.５％ ３.９％ ７９.０％ ３.５％ ０.１％ 

出典：保有車両年報（国土交通省北海道運輸局） 
（https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/touroku/04_siryou_toukei/toukei.html）を加工して作成 

（台） 

出典：保有車両年報（国土交通省北海道運輸局） 
（https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/touroku/04_siryou_toukei/toukei.html） 
国勢調査（総務省統計局） 

（https://www.stat.go.jp/data/kokusei/2020/index.html）を加工して作成 

出典：平成 24 年度釧路都市圏総合都市交通体系調査報告書（計画策定編）（北海道）を加工して作成 
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表 3ʷ７ 本地域における移動時の交通手段（通勤・通学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3ʷ８ 本地域における移動時の交通手段（通院） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 自動車 
（自分で運転） 

自動車 
（同乗） 

バス ＪＲ 

釧路市（夏） ６３.２ ７.９ １６.８ １.８ 

釧路市（冬） ６３.７ ９.３ １８.５ １.６ 

釧路町（夏） ７４.７ １７.５ ５.７ ０.８ 

釧路町（冬） ７５.１ １７.４ ７.９ ０.９ 

厚岸町（夏） ７２.２ ９.５ ８.４ ４.７ 

厚岸町（冬） ７２.４ １０.１ １０.１ ５.８ 

浜中町 ６４.４ ９.０ ９.６ ３.５ 

白糠町（夏） ６１.１ １８.８ ２２.８ ７.９ 

白糠町（冬） ６１.１ １９.９ ２３.１ ８.６ 

中標津町 ８２.９ ７.７ ２.９ ―  

 自動車 
（自分で運転） 

自動車 
（同乗） 

バス ＪＲ 

釧路市（夏） ５３.３ １８.９ ２０.９ １.４ 

釧路市（冬） ５２.８ ２０.５ ２０.９ ２.１ 

釧路町（夏） ６５.６ ２３.４ ９.０ ０.６ 

釧路町（冬） ６３.３ ２４.０ １０.４ ０.６ 

厚岸町（夏） ７１.９ １５.９ １４.７ ４.８ 

厚岸町（冬） ７１.７ １７.５ １６.０ ５.３ 

浜中町 ７２.２ ２２.２ ３.２ ６.３ 

鶴居村 ６４.４ ２７.１ １.７ ― 

白糠町（夏） ５８.５ ２６.５ １４.７ ２.７ 

白糠町（冬） ５７.６ ２７.３ １５.６ ３.０ 

中標津町 ６９.６ ３０.６ １０.５ ―  

（単位：％） 

（単位：％） 

出典：市町村地域公共交通網形成計画・調査結果を加工して作成 

出典：市町村地域公共交通網形成計画・調査結果を加工して作成 
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表 3ʷ９ 本地域における移動時の交通手段（買い物） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 自動車 
（自分で運転） 

自動車 
（同乗） 

バス ＪＲ 

釧路市（夏） ６０.１ １９.９ １４.２ ０.７ 

釧路市（冬） ５９.４ ２１.５ １５.２ １.１ 

釧路町（夏） ７４.８ １６.９ ４.７ ０.２ 

釧路町（冬） ７２.７ １９.６ ６.７ ０.２ 

厚岸町（夏） ６３.１ １６.９ ５.０ １.２ 

厚岸町（冬） ６１.４ １７.５ ４.７ １.３ 

浜中町 ８０.４ ２１.２ １.８ １.３ 

鶴居村 ７２.９ ２０.３ ３.４ ― 

白糠町（夏） ５８.２ ２９.９ １４.０ ３.４ 

白糠町（冬） ５７.７ ３１.２ １４.４ ３.９ 

中標津町 ６９.６ ３０.６ １０.５ ―  

（単位：％） 

出典：市町村地域公共交通網形成形成計画・調査結果を加工して作成 
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（９）観光客の状況 

本地域における観光入込客数は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による旅行の

自粛等により大幅に減少しており、これに伴い航空機、鉄道、バスの減便やクルーズ船の

寄港中止など、交通機関への影響も大きくなっている。また、年々増加傾向にあった訪日

外国人観光客はコロナ拡大以降ほぼなくなった状態のままである。 

令和２年度（2020 年度）に北海道運輸局が行った調査によると、道外・インバウンド

の道東旅行者の約３割（女性や若者が多い）が公共交通のみで移動しているとの結果であ

り、公共交通での道東周遊を促進することが重要であるとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3ʷ９ 本地域の観光入込客数等 

 

 

  

出典：観光入込客数・訪日外国人宿泊客数（北海道釧路総合振興局・根室振興局） 
（https://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/kanko/irikomi.html） 
（https://www.nemuro.pref.hokkaido.lg.jp/ss/srk/kanko/gyousei.html） 
北海道内空港民間委託を契機とした二次交通活性化に関する調査等業務（国土交通省北海道運輸局） 
（https://wwwtb.mlit.go.jp/hokkaido/bunyabetsu/tiikikoukyoukoutsuu/41tyousakentoukekka/chousa23_.html）を
加工して作成 
 


